




























































童監護法（Custody of Children Act 1891）が制定さ
れることとなった。同法はわずか6条からなる小さな
法律ではあったが、それまで声を上げることができな
かった博愛慈善施設における子どもの監護権が法的に
認められることとなった。これはバーナードホームに
おける裁判闘争の経験と実践が導いた成果であり、児
童養護実践史の歩みの中で子どもの生活問題が確認さ
れ、実際に変革のための行動が起こり、変化が生まれ
ていくという一連の流れを確認することができる。バ
ーナードホームの実践は、このような法制度の変革を
生み出し、その実践からは、生活権や教育権の保証と
いう、「子どもの権利擁護」の視点を読み取ることが
できるのではないかと本研究では考える。
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